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Ⅲ 選択的評価事項Ａ 研究活動の状況 

 

１ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」に係る目的 

 

明石工業高等専門学校（以下，「本校」という。）では，使命を次のように定めている。 

 

本校は，教育基本法の精神にのっとり，学校教育法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能

力を育成することを目的に，高等教育機関として社会に対して，三つの使命を担う。 

（１）教育 

   人間味豊かで，創造力があり，いかなる困難にも屈しない強固な意志と厳しい試練にも耐えうる強健

な身体とを持ち，豊かな教養があり，工学についての基礎学力が十分で，実践的技術に優れた人物を養

成する。  

（２）研究 

   学術研究の発展に寄与するため，地域の企業，自治体や民間組織などと共同研究を進め，研究活動の

成果を教育に還元する。 

（３）地域連携 

   地域に根ざした高専という視点から，技術交流や地域の発展に寄与する活動を通じて，教職員・学生

参画により地域社会との連携を図る。 

 

本校における研究活動の目的は，上記使命の第２項目として定められている。この目的は，以下の法令に基づ

いている。 

高等専門学校設置基準第２条２ 

高等専門学校は，その教育内容を学術の進展に即応させるため，必要な研究が行なわれるように努めるも

のとする。 

独立行政法人国立高等専門学校機構法第３条 

職業に必要な実践的かつ専門的な知識及び技術を有する創造的な人材を育成するとともに，我が国の高等

教育の水準の向上と均衡ある発展を図ることを目的とする。 

同第12条３ 

機構以外の者から委託を受け，又はこれと共同して行う研究の実施その他の機構以外の者との連携による

教育研究活動を行うこと。 

 

実践的かつ創造的な専門教育を実施するためには，その教育内容を常に時代に沿う内容に改編してゆくことが

必要である。このためには，教員が積極的に研究を行い，その成果を教育内容に還元・反映させる必要がある。

このような活動は学生の資質向上に結びつき，ひいては優秀な学生の確保へとつながるものである。また，実践

的な専門教育を行うためには，設備や物品の高度化のための更新や補充は欠くことのできないものである。 

兵庫県・明石市の工業系高等教育機関として，地域産業界の期待に応えるためには，そのニーズを把握するた

めの調査や交流会の開催，あるいは教員が保有するシーズの提供が必要である。これらのニーズとシーズの整合

により，共同研究・受託研究へと発展させる。これらの研究の成果によって，地域産業の発展に貢献する。 
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２ 選択的評価事項Ａ「研究活動の状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

観点Ａ－１－①： 高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整

備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

教員採用における主たる条件は，対象授業科目の担当能力が中心であり，それに応じた専門分野

で研究実績のある人材を採用している。その結果，各教員が専門とする研究分野に偏りはなく，バ

ランスが取れている（資料Ａ－１－①－１～５）。 

教員の資質向上のための制度として，高専機構の在外研究員・内地研究員制度を活用しており，

その募集と選考が適切に行われている（資料Ａ－１－①－６）。 

技術教育支援センターは，技術的な教育・研究の支援組織であり，スタッフ数は 11 名である。

分野別の三班構成で，第一班は機械系で３人，二班は都市システム・建築系で３人，第三班は電気

系で４人の技術職員が所属している（資料Ａ－１－①－７）。 

科学研究費補助金の申請を支援するため，公募情報を全教員へ周知するとともに説明会が実施さ

れている（資料Ａ－１－①－８）。また，校長・副校長が申請書の査読と助言を行っている。 

研究資金を必要としている教員に研究費を重点配分するため，教育研究支援経費 A を支給してい

る。申請に対して学内で選考を行った上で採択し，期間終了後に学内で研究成果の発表会を行って

いる（資料Ａ－１－①－９）。この助成では，専門分野の研究だけでなく，教育改善を目的とした

研究にも資金を配分している。 

教育・研究プロジェクト支援室を設置し，各種研究助成募集の情報を管理して各教員に適切に提

供する体制を整えている（資料Ａ－１－①－10）。 

地域産業界との共同研究等を進めるため，テクノセンターを設置している（資料Ａ－１－①－

11）。センター長の下，共同研究部門，技術相談部門，教育研修部門と総合企画室が置かれている。

事務担当は庶務課専門職員（平成 22 年度からは教育・研究プロジェクト支援室）が当たっており，

地域の企業や自治体等，外部からの共同研究，委託研究，委託試験，技術相談等の窓口業務などを

行っている。 

テクノセンター委員会には明石市産業振興財団，東播磨県民局および NPO 法人技術者集団

ACT135 明石など学外からの委員も参加しており，学外の産業支援機関の意見を審議に反映させて

いる。また，民間企業出身のコーディネータがテクノセンター委員として，地域企業のニーズ調査

およびシーズの広報活動を行っている（資料Ａ－１－①－12）。 

テクノセンターでは，全教員の研究活動の成果を教育・研究シーズ集としてまとめており，隔年

のペースで冊子として出版し，ホームページにおいては毎年度更新した内容としている（資料Ａ－

１－①－13）。 
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資料Ａ－１－①－１ 

教員の専門とする研究分野（機械工学科） 

研究分野（人数） 研究テーマ

過冷却を利用した異方性材料の開発

過冷却を伴う融液凝固に関する研究

分子動力学法による結晶核周辺の氷の凍結

熱音響冷凍機の性能シミュレーターの開発

ポリエチレンフィルムの融解・燃焼特性の調査

軽油・水乳化燃料の噴霧燃焼における燃焼特性の調査

熱物性（１） 分子動力学法による熱物性の評価

流体工学（１） 境界層制御による翼の空力特性向上に関する研究

計測制御工学（１） 半自律型追従システムの開発

芝刈りロボットの開発

福祉車両の知能化に関する研究

複数のセンサ情報に基づいた実環境認識

救助支援型担架システムの開発

固体力学（１） 非均質材料の超音波非破壊評価

金属材料の疲労強度特性に関する研究

各種材料の破壊強度特性に関する研究

材料強度データベースの構築及び統計的解析

トライボロジー（１） 熱エネルギーを利用した固体潤滑膜の作成

機械工作（１） 冷風加工法の内面研削への適用

設計工学（１） 軸封装置のシール特性に関する研究

産業機械（１） 環境負荷低減型自動化機器の設計法に関する研究

捕獲を受ける被食－捕食系の安定性

非線形振動の分岐現象

ロボット工学（２）

材料強度学（１）

非線形力学（１）

熱工学（３）
伝熱工学（２）

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料Ａ－１－①－２ 

教員の専門とする研究分野（電気情報工学科） 

研究分野（人数） 　　研究テーマ

無水銀可変色放電に関する研究

パワーエレクトロニクス

多孔性媒質中の超音波伝搬に関する研究

Membrane型ハイドロホンの受波特性に関する研究

超音波伝搬シミュレーションに関する研究

ポーラスシリコンの光学的･熱的性質の評価

高速製膜微結晶Si薄膜の光学的特性の評価

手書き漢字認識

小型センサを用いた身体動作計測

生体計測

福祉機器の開発

感圧導電ゴムを用いたシステム開発に関する研究

数値最適化を用いた制御系設計法に関する研究

無線センサネットワークのためのアクセス制御方式に関する研究

ハードウェア実装に向けた無線通信システム向けディジタル回路設
計の最適化

画像情報に対する電子透かしに関する研究

コータリーに関する研究

分散アルゴリズムシミュレータの構築

キーストローク認証に関する研究

Webアプリケーション

遺伝的アルゴリズムの組合せ最適化問題への応用

ウェーブレット変換を用いたテクスチャ認識

動的環境下におけるエージェントの学習方式

電気工学（２）

電子工学（５）

制御工学（１）

通信工学（１）

情報工学（４）

 

（出典 本校ホームページ） 



明石工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 
 

- 8 - 

 

 

 

資料Ａ－１－①－３ 

教員の専門とする研究分野（都市システム工学科） 

研究分野（人数） 研究テーマ

産業廃棄物の建設材料としての有効利用に関する研究

軟弱粘性土の工学的性質の改善に関する研究

蛍光X線分析装置による重金属の定量

道路盛土の耐震補強技術に関する研究

地下水地盤環境マネジメントに関する研究

ため池底泥の地盤材料への利用に関する研究

土地利用に関する研究

交通計画に関する研究

社会資本整備と資産価値に関する研究

ホログラフィ理論を応用した海岸波浪制御

水面映像を利用した面的波高計測

潮汐差を利用した閉鎖性海域内の海水浄化岸壁に関する研究

都市域河川・貯水池の汚濁物質の動態と水質浄化に関する研究

多自然型構造物周辺の流れと河床変動に関する研究

平成１６年の台風による河川災害に関する調査研究

ピエゾセンサーを用いたひずみ計測システムの開発

動弾性理論に基づく動的応答解析

建設車両用タイヤの性能向上

建設機械部品の摩耗，カット対策

建設車両による厚層締固め

高弾性CFRP板による継手部を有する鋼I桁への補強方法および効果
に関する研究

ノックオフ型サイドブロックを有する免震高架橋の動的応答につい
てソケット継手を有する集成材梁の耐荷力に関する実験的研究

テッポウエビ類の発音計数による浅海域生物生息環境計測器の開発
に関する研究

多自然川づくりに関する研究

都市域小規模貯水池の水問題に関する研究

多機能型ポーラスコンクリートの開発

竹間伐材の建設材料としての有効利用方法に関する研究

セメント系材料による楽器の作製

都市における緑地環境に関する研究

景観計画に関する研究

観光レクリエーションに関する研究

橋梁工学（１）

環境工学（１）

材料工学（１）

都市・地域計画（１）

地盤工学（２）

計画学（１）

水工学（１）

河川工学（１）

構造工学（１）

建設機械学（１）

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料Ａ－１－①－４ 

教員の専門とする研究分野（建築学科） 

研究分野（人数） 研究テーマ

人間の空間的諸原型について（箱庭を用いた実験的研究）

空間イメージの比較文化的研究

高齢者の生活環境の心理的イメージについて

都市景観の保全形成に関する研究

歴史的建造物の保存再生計画に関する研究

土地・住宅政策に関する研究

都市空間におけるユニバーサルデザインに関する研究

都市におけるコミュニケーションデザインに関する研究

鉄筋コンクリートの中性化による劣化対策に関する研究

確率論的手法に基づく免震・制震複合構造の性能設計

長周期地震動を受ける耐震・免震・制震構造の安全性に関する検証

戸建て住宅用免震装置の開発

木質構造の耐震性に関する研究

連続繊維補強材による鉄筋コンクリート部材の補強工法の開発

人間の嗅覚感度の変動に関する研究

生ごみ，落ち葉の堆肥化に関する研究

住民による緑地管理手法の研究

小学校の環境教育に関する研究

建築計画（６）

建築構造（４）

建築環境（１）

 

（出典 本校ホームページ） 

資料Ａ－１－①－５ 

教員の専門とする研究分野（一般科目） 

研究分野 研究テーマ

近世日本文学

中世国文学

NPOの政治経済学

地域福祉・地域防災・官民連携のメカニズムデザイン

リスク情報の市場効果

多言語社会の経済分析

幾何学

解析学

ｐ－進代数群の表現論

物理（１） ロボット工学

化学（１） 醗酵工学

運動方法学

体育原理

英語教育学

英文学

エリザベス朝文学

体育（２）

英語（５）

国文学（２）

社会科学（２）

数学（６）

 

（出典 本校ホームページ） 



明石工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 
 

- 10 - 

 

 

 

 

資料 A－１－①－６ 

教員研修制度 

年度 採択者 期間（月数） 年度 採択者 期間（月数）

18 無し 18 無し

19 田坂誠一 10 19 無し

20 面田康裕 12 20 無し

21 無し 21 無し

22 無し 22 平石年弘 10

高専機構在外研究員 内地研究員

 

 

（出典 総務課資料） 

資料 A－１－①－７ 

研究を支援する体制 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料A－１－①－８ 

科学研究費補助金の公募情報の周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 総務課資料） 

                              平 成２２ 年９ 月１ ５日  

  教  員  各  位  

                           校    長   

京  兼   純  

平成 ２３年 度科学 研究 費補助 金の 申請に つい て（ 通知）  

              

  標 記につ いて 、文 部科学 省及び 独立 行政法 人日 本学 術振興 会か ら通知 があり まし たの でお知 ら

せし ます。  

  つ きまし ては 、申 請され る方は 下記 ホーム ペー ジに て公募 要領 、研究 計画調 書等 様式 をダウ ン

ロー ドの上 、必 要書 類を下 記期日 まで に提出 願い ます 。  

 な お、現 在の 厳し い予算 状況を 考え た時、 各教 員の 自由な 発想 に基づ く研究 を構 築、 発展さ せ

るた めには 、科 研費 の獲得 が非常 に重 要であ ると 考え ていま す。 したが って、 特別 な事 情がな い

限り 、全員 申請 願い ます。  

ま た、既 にお 知らせ した とおり 、９ 月３０ 日（ 木） に開催 予定 のＦＤ 講演会 にて 本件 に係る 講

演等 を行い ます ので 、万障 繰り合 わせ の上、 参加 願い ます。  

記  

１．１ 次提 出（研 究計 画調書 (前半 )応募 情報 （ We b 入力項 目） 及び  

（ 後半） 応募内 容フ ァイル  と もに 提出）   

平成 ２２年 １０月 １３ 日（水 ）ま で  

府省 共通研 究開発 管理 システ ム（ e- R ad）  

（ ht t p :/ / ww w . e- r ad . go . j p/ i nd e x .h t ml）か ら電 子申請 シス テム に  

ログイ ンし、 システ ム上 で所 属研 究機関 に提出  

    ２．最 終提 出（ 研究計 画調書 (前半 )応募 情報 （ We b 入力項 目） 及び  

（ 後半） 応募内 容フ ァイル  と もに 提出）   

平成 ２２年 １０月 ２７ 日（水 ）ま で  

府省 共通研 究開発 管理 システ ム（ e- R ad）  

（ ht t p :/ / ww w . e- r ad . go . j p/ i nd e x .h t ml）か ら電 子申請 シス テム に  

ログイ ンし、 システ ム上 で所 属研 究機関 に提出  

 

※上記 期日 までに 提出 できな い場 合は、 事前 に研 究協力 ･広報係 まで連 絡願 いま す。  

 

※ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス  

①文 部科学 省取 扱分（ 新学 術領域 研究 、特定 領域 研究、特別 研究促 進費 、研究

成 果公開 促進 費）  

         h t t p: / /w w w .m e xt . g o. j p/ a _m e n u/ s hi n ko u /h o j yo / ma i n5 _ a 5. h tm  

       ②日 本学術 振興会 取扱 分（特 別推 進研 究、基 盤研 究、挑 戦的萌 芽研 究、 若手研 究

（ A・ B） 、研究 成果 公開促 進費 ）  

   h tt p : // w ww . js p s .g o .j p / j- g ra n ts i n ai d /i n d ex .h t m l 

 

                    担  当  総務 課研 究協力 ･広報係  

                         黒田 ・木崎（内 線 6 1 4 8）                  

                            E - m ai l   k en k y u- k oh o .j i m@ a k as h i. a c. j p  
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資料 A－１－①－９ 

教育研究支援経費募集要項 

（出典 総務課資料） 

 

 

 

 

平成２２年度 教育研究支援経費Ａ 募集要領 
１． 目 的 

平成２２年度の校長裁量経費のうちの教育研究支援経費Ａを配分財源として、本校の研究計画及び教育

方法改善計画に財政的支援を行い、もって本校の教育研究の活性化を図ることを目的とする。 
２．財政支援対象計画 
以下の２つの計画を対象とする。 
（１）研究計画 
（２）教育方法改善計画 

３．対象計画の具体的要件 
各計画にあっては、以下の内容を含んだ計画を優先的に採択するものとする。 
（１）研究計画にあっては、下記を含み外部資金獲得に資する計画 

① 地域や企業等との連携を視野に入れた取組 
② 学術的に価値が高いと考える研究 

（２）教育方法改善計画 
   ① 本校の特色ある教育として打ち出せる取組 
   ② 教育方法改善内容が具体的な取組 
４．応募要件 

・本支援の対象となる申請者は、平成２２年度の科学研究費補助金に申請した教職員及び平成２３年度の

科学研究費補助金に申請予定の教職員に限定する。 
・個人が申請する計画については１人１件とするが、共同で申請する計画については別に申請可能とする。

・在外研究や内地研究等で３ケ月以上の長期出張(予定)者は対象外とする。 
・１件の経費限度額は、個人が申請する場合は 40 万円、共同で申請する場合は 80 万円とする。 

  ・申請者は、校長室でのプレゼンテーション（目的・実施計画・予算計画等について 3 分間程度）を行うこ

ととする。なお、プレゼンテーションの聴講を希望する者は参加を可能とする。 
５．配分経費の予定総額 

・約８００万円 
６．採否の決定・通知 

・校長が採否及び配分額を決定し、申請者に通知する。 
７．研究成果の報告・発表 

・研究終了後、計画代表者等は速やかに教育研究支援経費Ａ実施報告書（様式２）・教育研究支援経費実績

報告書［A４版用紙縦置き、和文横書き（22 字×46 行×2 段=2,024 字）の横２段組みで１件当たり２～

４頁程度に編集］を、翌年 3 月末日までに総務課研究協力・広報係に提出するものとする。 
・教育研究支援経費実施報告書をとりまとめて、本校 HP への掲載により公開する。ただし、学会発表等

との関係で特段の配慮を希望する計画代表者にあっては、公表可能時期等の条件付けあるいは内容を一

部変更しての提出を可とする。また、上記報告書は「研究紀要」への投稿も可とする。 
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資料 A－１－①－10 

研究助成情報の周知の例 

 

（出典 総務課メール） 

                      平成２３年３月１０日 

 

  該当教員 各 位 

 

                      校    長 

 

        平成２３年度 研究助成募集について 

 

 このことについて、下記機関より募集の通知がありましたのでお知 

らせ致します。 

 外部資金・競争的資金の獲得は、今後ますます重要になりますので、 

各位におかれましては、積極的に応募されますようお願い致します。 

 なお詳細については、下記 URL を参照下さい。 

 

               記 

 

   ・募集期間： 

    平成２３年４月１日（金）～５月１９日（木） 

    （教育・研究プロジェクト支援係 締切り 

               平成２３年５月６日（金）） 

  

   ・応募方法： 

申請書をダウンロードし、E-mail に添付 

 

   ・URL：http://www.kwef.or.jp/koku_top.html 

 

   ・問い合わせ先： 

    （公財）クリタ水・環境科学振興財団 

 

以上 

http://www.kwef.or.jp/koku_top.html
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資料A－１－①－11 

産学官連携・地域交流の支援体制 

（出典 本校ホームページ） 
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資料 A－１－①－12 

コーディネータ活動報告書 

 



明石工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 
 

- 16 - 

 

 

資料 A－１－①－12（続き） 
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資料 A－１－①－12（続き） 

 

 

 

（出典 教育・研究プロジェクト支援室資料） 
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資料 A－１－①－13 

研究・教育シーズ集 
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資料 A－１－①－13（続き） 

研究・教育シーズ集 
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資料 A－１－①－13（続き） 

研究・教育シーズ集 

 

（出典 本校ホームページ） 
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（分析結果とその根拠理由） 

専門分野のバランスに配慮した教員構成になっている。研究支援のための組織として，教育・研

究プロジェクト支援室および技術教育支援センターが設置されている。在外研究員・内地研究員の

派遣，外部資金の獲得ための情報提供や説明会の実施，申請書に対する助言など，研究支援制度が

整っている。また，研究資金を必要とする教員に対して，研究費の重点配分が行われている。 

地域産業界との共同研究等を進めるため，テクノセンターが設置され，本校教員だけでなく，学

外委員やコーディネータが活動している。 

以上のことから，高等専門学校の研究の目的に照らして，研究体制及び支援体制が適切に整備さ

れ，機能している。 
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観点Ａ－１－②： 研究の目的に沿った活動の成果が上げられているか。 

（観点に係る状況） 

各教員の研究成果は論文発表あるいは口頭発表の形で公表されている（資料Ａ－１－②－１）。

各教員はこれらの研究活動の成果を，主として本科学生の卒業研究や専攻科学生の専攻科特別研究

のテーマ設定に還元している（資料Ａ－１－②－２，３）。これらの研究テーマには，教員の共同

研究，受託研究のテーマも含まれている。また，各教員の専門分野における研究成果は，授業にも

還元されている（Ａ－１－②－４）。教育改善のための研究活動の成果も，授業内容に反映されて

いる。 

科学研究費補助金の申請件数と採択件数は資料Ａ－１－②－５のとおりであり，受入金額は資料

Ａ－１－②－６～９のとおりである。これらの資金が，研究の成果につながっている。 

共同研究，受託研究，奨学寄附金，技術相談件数の実績は資料Ａ－１－②－10 のとおりである。

共同研究・受託研究の件数は増加傾向にある。受託研究では，県内の民間企業・地方公共団体から

の受託が多数を占めている。共同研究，受託研究および外部からの研究助成金の獲得件数と助成金

額は，資料Ａ－１－②－11～13 のとおりである。年度により助成金額にばらつきがあるものの，

全体としては増加傾向にある。 

各種の地域イベントや，イヴニングセミナーにおいて研究成果を一般の方々にも分かりやすい形

で解説している（資料Ａ－１－②－14，15）。さらに，明石市産業振興財団等と共催で「高専＆工

技センターものづくり支援セミナー in 明石」を開催し，教員の研究成果を地域に広報している

（資料Ａ－１－②－16）。 

 研究活動状況や成果についての新聞記事等への掲載は 7 件あった（資料Ａ－１－②－17，18）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

各教員の研究活動は卒業研究，専攻科特別研究のテーマとして反映されているほか，授業内容に

還元されている。共同研究，受託研究が毎年一定件数実施されている。また，研究成果を各種の地

域イベントにより一般市民に公開している。 

以上のことから，研究の目的に沿った活動の成果が上げられている。 

 

 

資料Ａ－１－②－１ 

平成 18 年度～平成 22 年度の学科別論文発表，口頭発表件数 

学科 教員数 論文数 著書 口頭発表等 その他

機械工学科 12 33 1 70 12

電気情報工学科 13 78 8 92 4

都市システム工学科 10 111 8 122 12

建築学科 11 53 6 83 19

一般科目 19 60 10 79 24

合計 65 335 33 446 71  

（出典 自己点検・評価報告書） 
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資料Ａ－１－②－２ 

卒業研究のテーマ例 

電気情報工学科

平成２３年３月１日（火）　10:00開始（集合9:50）

第一会場（合併教室）　9:55 開式の挨拶（担任）

No.
開始予
定
時刻

研　究　題　目 学番 氏名 学番 氏名 指導教員

1 10:00 DOQPSK変調方式を用いたスペクトル拡散方式 成枝　秀介

2 10:12 FSK復調器における微分近似のための遅延量の設計 成枝　秀介

3 10:24 QPSK復調器のための周波数ダウンコンバージョン方式の検討 成枝　秀介

4 10:36 QPSK復調器のリアルタイム同期処理部設計とそのハードウェア実装 成枝　秀介

5 10:48 ＤＣスパッタリングによるＺｎＯ薄膜の作製及び評価 大向 雅人

6 11:03 色素増感太陽電池の製作条件の変化における諸特性の研究 大向 雅人

11:18

7 11:30 銀の両面蒸着によるMembrane型ハイドロホンのS/N改善 細川 篤

8 11:42 時間領域差分法を用いた超音波伝搬シミュレーションのGPU演算による高速化 細川 篤

9 11:54 超音波伝搬方向における骨密度の変化が海綿骨中の伝搬特性に与える影響 細川 篤

10 12:06 希ガス放電管を用いた可変色光源に関する研究 藤野 達士

11 12:21 Ne-Xe蛍光放電管の可変色点灯－誘導結合点灯と静電結合点灯の併用－ 藤野 達士

12:36

12 13:30 光音響スペクトルの周波数依存性を用いたSi基板上のポーラスシリコンの評価 堤　保雄

13 13:45 高速製膜微結晶シリコン薄膜の光吸収スペクトルによる評価 堤　保雄

14 14:00 電力変換装置におけるスイッチングノイズレベルの低減方法の検討
廣田 敦志
濱田 幸弘

15 14:12 頭部の動きで制御するポインティングデバイスの作製 椿本 博久

16 14:24 視覚障がい者への歩行支援 椿本 博久

17 14:36 ヒトの平衡感覚への足底の体性感覚の寄与 椿本 博久

18 14:48 指標追跡動作時の眼と頭の協調運動 椿本 博久

閉会の挨拶（藤野先生）

No.
開始予
定
時刻

研　究　題　目 学番 氏名 学番 氏名 指導教員

19 10:00 Hough変換を用いた路面上の白線検出と走行方向検出への利用 上　 泰

20 10:12 感圧ゴムを利用した圧力センサの面積変化に対する再現性について 上　 泰

21 10:24 伸張型行列不等式を用いた多目的制御問題に対する外点法 上　 泰

22 10:36 能動インピーダンス法を用いたロボットハンドの把握動作制御に関する研究 上　 泰

23 10:48 バタフライを用いたコータリーに関する研究 濱田 幸弘

24 11:00 頂点故障を模倣する分散アルゴリズムシミュレータの構築 濱田 幸弘

11:12

25 11:25 RaILS指向クラスタリングによるWeb文書からの類似単語群の発見 濱田 幸弘

26 11:37 日本語とモンゴル語の機械翻訳に関する基礎研究 濱田 幸弘

27 11:49 差分拡張に基づく新たな電子透かし 中井 優一

28 12:01 P型フーリエ記述子を用いた線画像への電子透かし 中井 優一

29 12:13 ヒストグラムを利用した電子透かしのごま塩状雑音の軽減 中井 優一

30 12:25 拡大縮小を前提としたブロックトランケーション符号化 中井 優一

12:37

31 13:30 マルチエージェントシステムにおけるProfit Sharingによる協調動作の実現 堀桂太郞

32 13:42 ロボカップ・サッカーシミュレーションにおけるエージェント間の状況把握力の向上 堀桂太郞

33 13:54 キーストロークデータにおける視覚化手法 佐村 敏治

34 14:06 携帯端末のキー入力による打鍵データ収集システム 佐村 敏治

35 14:18 ニューラルネットワークの構造決定におけるPｆGAの優位性 佐村 敏治

36 14:30 日本語入力のキーストロークダイナミクスにおける1対1認証モデル 佐村 敏治

37 14:42 テキスト独立入力におけるキーストロークダイナミクス 佐村 敏治

閉会の挨拶（担任）

司会・時計

堤研
（八木(翔)）

椿本研
(寒川)

　（休憩）

成枝研
（山部）
大向研
（松葉）

　（昼食）

　（昼食）

濱田研
（小嶋）
中井研
（小原）

細川研
（糟谷）
藤野研
（片山）

第二会場（５E教室）　9:55 開式の挨拶（学科長）

司会・時計

堀研
（井村）
佐村研
（谷）

　（休憩）

上研
（岸）

佐村研
（平井）

 
（出典 平成 22 年電気情報工学科卒業研究発表会資料） 
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資料Ａ－１－②－３ 

専攻科特別研究テーマ例 

 

平成２２年度 専攻科特別研究審査発表会（機械・電子システム工学専攻） 

会場：テクノセンター４階 会議室，発表質疑時間：発表10 分，質疑応答10 分 

  

プログラム 

 

・２月９日（水） 

 

13:00～13:04 ME専攻主任 諸注意 

 

13:05～13:25 「ブロックトランケーション符号化を利用した自己埋め込み電子透かし」 

ME0906 徳岡 昌樹，主査 中井，副査 佐村，年報査読者 濱田 

 

13:26～13:46 「自由文書入力におけるキーストロークダイナミクス」 

ME0901石井 昌樹，主査 佐村，副査 大向，年報査読者 中井 

 

13:47～14:07 「過冷却を利用した合金の組織制御」 

ME0902 梅沢 雄大，主査 國峰，副査 境田，年報査読者 大森 

 

14:08～14:28 「階段昇降機構を付加した救助支援型担架ロボットの製作」 

ME0903 紺原 正貴，主査 岩野，副査 関森，年報査読者 森下 

 

14:28～14:40 －休憩－ 

 

14:40～15:00 「超音波による粒子分散型複合材料の粒子分散性評価」 

ME0905 杉本 晶俊，主査 下，副査 境田，年報査読者 加藤 

 

15:01～15:21 「塑性変形と熱処理による純銅圧延板の超音波速度変化」 

ME0907 原   彩夏，主査 森下，副査 加藤，年報査読者 國峰 

 

   

15:22～15:42 「レーザクラッディングによる固体潤滑膜のトライボロジー特性」 

ME0908 堀内 健吾，主査 加藤，副査 大森，年報査読者 境田 

 

15:43～16:03 「オフライン手書き文字認識における特徴次元選択法を用いた類似文字の識別」 

ME0904 城下 誉将，主査 堀，副査 成枝，年報査読者 中井 
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資料Ａ－１－②－３（続き） 

専攻科特別研究テーマ例 

 

・２月１０日（木） 

   

13:00～13:20 「感圧導電性ゴムを用いた力センサにおける度数分布を利用した加圧力判別法と性能改

善に関する考察」 

ME0909 松浦 亮介，主査 上，副査 藤野，年報査読者 成枝 

 

13:21～13:41 「DCスパッタ法によるZnO薄膜の作製」 

ME0910 松本   歩，主査 大向，副査 堤，年報査読者 上 

   

13:42～14:02 「センサ情報に基づいた移動ロボットの位置推定」 

ME0911 丸山 智也，主査 関森，副査 岩野，年報査読者 藤原 

 

14:03～14:23 「最急降下法を用いたH2制御系設計法と多目的制御系設計法への応用」 

ME0912 三好   悟，主査 上，副査 細川，年報査読者 堀 

 

14:23～14:40 －休憩－ 

 

14:40～15:00 「境界層制御による小型低速の翼の空力特性向上」 

ME0913 村上 隼也，主査 藤原，副査 松下，年報査読者 岩野 

  

15:01～15:21 「熱音響冷凍機の壁面熱伝達の検討」 

ME0914 萬井 公一，主査 藤原，副査 池田，年報査読者 松下 

   

15:22～15:42 「固体アルゴンにおける格子欠陥がフォノンの分散関係に与える影響に関する研究」 

ME0915 渡邊 謙一，主査 藤原，副査 松下，年報査読者 池田 
 

 

（出典 平成 22 年度専攻科特別研究審査発表会資料） 

 



明石工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 
 

- 26 - 

 

 

 

資料Ａ－１－②－４ 

研究成果の授業への還元（一覧） 

 

（出典 FD 委員会資料） 
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資料Ａ－１－②－４（続き） 

研究成果の授業への還元（2 全「政治経済」） 

 

（出典 自作教材） 
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資料Ａ－１－②－４（続き） 

研究成果の授業への還元（専１「解析力学」） 

 

（出典 配付教材） 



明石工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 
 

- 29 - 

 

 

 

資料Ａ－１－②－４（続き） 

研究成果の授業への還元（５M「機械工学実験Ⅲ」） 

 

 

（出典 指導書，予算請求書） 
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資料Ａ－１－②－４（続き） 

研究成果の授業への還元（５C「工学演習」） 

 

 

（出典 映写資料） 



明石工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 
 

- 31 - 

 

 

資料Ａ－１－②－４（続き） 

研究成果の授業への還元 

（５C「河川工学」，専２AC「防災システムⅡ」，専２AC「水工システムⅡ」） 

 

 

（出典 調査報告書） 
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資料Ａ－１－②－４（続き） 

研究成果の授業への還元 

（５C「河川工学」，専２AC「防災システムⅡ」，専２AC「水工システムⅡ」） 

 

（出典 成果報告ポスター） 
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資料Ａ－１－②－４（続き） 

研究成果の授業への還元（２C「測量実習Ⅱ」） 

 

 

 

（出典 指導書） 
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資料Ａ－１－②－４（続き） 

研究成果の授業への還元（５A「建築構造特論」，専１AC「応用建築構造」） 

 

 

（出典 自作教材） 
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資料Ａ－１－②－５ 

科学研究費補助金新規の申請・採択状況 

年　度 申請件数 採択件数

H 18年度 30 3

H 19年度 30 3

H 20年度 33 2

H 21年度 27 1

H 22年度 36 3  

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－６ 

科学研究費補助金受入金額（平成 18 年度～平成 21 年度） 

契約金額等
　　　（単位：円）

研究料
（単位：円）

都市域小河川における透過型護岸の水理・環境機
能の評価と維持管理手法の開発

1,200,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 神 田 佳 一

地域住民が運営管理する「歴史的建造物を活用し
たまちづくり拠点施設」に関する研究

600,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 八 木 雅 夫

日本人英語学習者による英語イントネーションの語
用論的機能の習得に関する研究

400,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 大 和 知 史

羃零軌道の幾何学を用いた指標層及びDeligne系
列の研究

500,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 面 田 康 裕

テッポウエビ類の発音計数による浅海域環境評価
法の実用化に関する研究

900,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 渡 部 守 義

間狂言台本をめぐる研究 1,200,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 川 島 朋 子

木質構造の断面欠損を有する部材の曲げ性能に
関する研究

1,270,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 荘 所 直 哉

河川堤体用強化用盛土材の強度に関する研究 350,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 内 藤 永 秀

6,420,000 0

テッポウエビ類の発音計数による浅海域環境評価
法の実用化に関する研究

700,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 渡 部 守 義

間狂言台本をめぐる研究 1,100,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 川 島 朋 子

利用者の意思に基づいた救助支援型担架システ
ムの研究開発

1,500,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 岩 野 優 樹

超音波診断シミュレーションに用いる生体数値モデ
ルの開発

1,700,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 細 川 篤

外点法型の制御系設計法に関する研究 600,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 上 泰

木質構造の断面欠損を有する部材の曲げ性能に
関する研究

1,020,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 荘 所 直 哉

6,620,000 0

高イオン導電性ゲル電解質で構成された色素増感
太陽電池素子の高効率・長寿命化

910,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 京 兼 純

盛土崩壊抑制締固め法の開発 1,950,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 江 口 忠 臣

間狂言台本をめぐる研究 1,430,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 川 島 朋 子

超音波診断シミュレーションに用いる生体数値モデ
ルの開発

1,690,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 細 川 篤

利用者の意思に基づいた救助支援型担架システ
ムの研究開発

1,560,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 岩 野 優 樹

外点法型の制御系設計法に関する研究 520,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 上 泰

高専生の写真描写課題に対する特性の解明並び
に特性に応じた教材開発に関する実証研究

582,634 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 井 上 英 俊

海域底生生物の生息状況を簡易に観測する計測
器の開発

2,730,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 渡 部 守 義

11,372,634 0

盛土崩壊抑制締固め法の開発 1,300,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 江 口 忠 臣

走行性に着目した道路盛土の地震時変形制御対
策に関する研究

2,990,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 鍋 島 康 之

中世前期貴族社会における漢詩文の基礎的研究 520,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 仁 木 夏 実

超音波診断シミュレーションに用いる生体数値モデ
ルの開発

520,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 細 川 篤

高専生の写真描写課題に対する特性の解明並び
に特性に応じた教材開発に関する実証研究

780,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 井 上 英 俊

利用者の意思に基づいた救助支援型担架システ
ムの研究開発

780,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 岩 野 優 樹

外点法型の制御系設計法に関する研究 650,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 上 泰

海域底生生物の生息状況を簡易に観測する計測
器の開発

1,300,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 渡 部 守 義

8,840,000 0

21

研究担当者名等

18

受入
年度

研究・寄附内容等

20

19

契　約　金　額　等

 
（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－７ 

科学研究費補助金受入金額（平成 22 年度） 

直接経費 間接経費 計

1
中世前期貴族社会における漢詩文の基礎
的研究（１９－２０－２１－２２）

仁木　夏実 一般科目 基盤研究（Ｃ） 500,000 150,000 650,000

2
盛土崩壊抑制締固め法の開発（２０－２１
－２２）

江口　忠臣
都市システム工
学科

基盤研究（Ｃ） 1,000,000 300,000 1,300,000

3
走行性に着目した道路盛土の地震時変形
制御対策に関する研究（２１－２２－２３）

鍋島　康之
都市システム工
学科

基盤研究（Ｃ） 700,000 210,000 910,000

4
古紙シュレッダーダストを混合した低強度
領域対応型の土質改良（２２－２３－２４）

友久　誠司
都市システム工
学科

基盤研究（Ｃ） 2,700,000 810,000 3,510,000

5
官民連携による地域防災体制構築モデル
に関する研究（２２－２３）

石田　祐 一般科目 若手研究（Ｂ） 700,000 210,000 910,000

6
伝統的木造住宅における開口部を有する
軸組の評価方法の確立（２２－２３－２４）

荘所　直哉 建築学科 若手研究（Ｂ） 1,300,000 390,000 1,690,000

計 6,900,000 2,070,000 8,970,000

No 研究課題 研究代表者 研究種目所属
採択金額（円）

 

（出典 総務課資料） 

 

資料Ａ－１－②－８ 

科学研究費補助金分担金受入金額（平成 18 年度～平成 21 年度） 

契約金額等
　　　（単位：円）

研究料
（単位：円）

17 科 研 なし

0 0

18 科 研
高架道路橋に起因する低周波地盤振動
の遠距離伝播メカニズムの解明

200,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 立 命 館 大 学 鍋 島 康 之

200,000 0

19 科 研
超音波スペクトロスコピーによる定量的骨
質評価法の開発

250,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 同 志 社 大 学 細 川 篤

250,000 0

科 研
平方和最適化を基軸とした制御系設計論
の開拓と関連他分野への応用

520,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 九 州 工 業 大 学 上 泰

科 研
超音波スペクトロスコピーによる定量的骨
質評価法の開発

1,118,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 同 志 社 大 学 細 川 篤

ナルトビエイ等による二枚貝食害の検出・
防除システムの開発

650,000

195,000

科 研
桁端部における耐震・免震機能部材間の
連成を考慮した高架橋の耐震性評価

520,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 大 阪 市 立 大 学 越 智 内 士

3,003,000 0

科 研
ソーシャル・キャピタルの統計解析と公共
政策に関するフロンティア研究

260,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 大 阪 大 学 石 田 祐

科 研
選択式問題による高専生の学力保証とそ
の教授方略に関する研究

39,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
石川工業高等専門学

校
高 田 功

科 研
超音波スペクトロスコピーによる定量的骨
質評価法の開発

195,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 同 志 社 大 学 細 川 篤

科 研
ナルトビエイ等による二枚貝食害の検出・
防除システムの開発

494,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 山 口 大 学 渡 部 守 義

科 研
平方和最適化を基軸とした制御系設計論
の開拓と関連他分野への応用

650,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 九 州 工 業 大 学 上 泰

科 研
桁端部における耐震・免震機能部材間の
連成を考慮した高架橋の耐震性評価

520,000 ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 大 阪 市 立 大 学 越 智 内 士

2,158,000 0

研究担当者名等

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 山 口 大 学 渡 部 守 義

平成21年度合計

21

平成20年度合計

20

平成１9年度合計

平成１8年度合計

科 研

平成１7年度合計

受入
年度

区　分 研究・寄附内容等
契　約　金　額　等

契約・寄附
業者名等

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－９ 

科学研究費補助金分担金受入金額（平成 22 年度） 

直接経費 間接経費 計

1
ファミリー・ビジネスにおけるネットワーク特
性の経営に与える影響の実証的研究

石田　祐 一般科目 基盤研究（Ｂ） 200,000 60,000 260,000 奥村　昭博 静岡県立大学

2
ソーシャル･キャピタルの統計解析と公共政
策に関するフロンティア研究

石田　祐 一般科目 基盤研究（Ａ） 100,000 30,000 130,000 山内　直人 大阪大学

3
選択式問題による高専生の数学の学力保
証とその教授方略に関する研究

高田　功 一般科目 基盤研究（Ｃ） 30,000 9,000 39,000 阿蘇　和寿 石川高専

4
ナルトビエイ等による二枚貝食害の検出・
防除システムの開発

渡部　守義
都市システム工
学科

基盤研究（Ａ） 150,000 45,000 195,000 関根　雅彦 山口大学

5
桁端部における耐震・免震機能部材間の
連成を考慮した高架橋の耐震性評価

越智　内士
都市システム工
学科

基盤研究（Ａ） 300,000 90,000 390,000 北田　俊行 大阪市立大学

6
原風景ヒアリング法を用いた文化的景観に
おける動的オーセンティシティの評価法

工藤　和美 建築学科 基盤研究（B） 400,000 120,000 520,000 神吉　紀世子京都大学

7
潜在的景観資源に着目した観光ゾーン評
価システムの開発

石内　鉄平
都市システム工
学科

基盤研究（Ｃ） 323,640 97,092 420,732 小柳　武和 茨城大学

計 1,503,640 451,092 1,954,732

No 研究代表者所属研究代表者
配分金額（円）

研究課題 研究分担者 所属 研究種目

 

（出典 総務課資料） 

 

資料Ａ－１－②－10 

年度別共同研究，受託研究，奨学寄附金，技術相談件数 

 

件数 (件) 金額 (円)

Ｈ 18年度 2 2 14 15,333,417 17

Ｈ 19年度 4 4 11 12,928,490 20

Ｈ 20年度 6 8 12 14,778,234 16

Ｈ 21年度 5 6 5 11,266,000 17

Ｈ 22年度 8 7 4 11,066,000 7

共同研究(件) 受託研究(件)
奨学寄附金

技術相談件数 (件)

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－11 

共同研究の実績 

年 度 研 究 題 目 研 究 代 表 者 研 究 費 相 手 方

Ｈ18年度
観音寺川落差処理立杭の水理機
能に関する実験的研究

神田　佳一 4,500,000 協和設計（株）

コンクリートガラのリサイクル
装置の実用化

角田　忍 1,050,000 （株）ハマダ

Ｈ19年度
３次元形状モデルの特徴量抽出
技術とセグメンテーション技術
の研究開発

堀　 桂太郎 300,000 豊橋技術科学大学

河口・海岸域の地形および流れ
の広域情報の取得とその利用に
関する研究

神田　佳一 400,000 豊橋技術科学大学

補強土構造物の変形特性に関す
る基礎的研究

鍋島　康之 300,000 豊橋技術科学大学

高専／技科大・技術者教育連続
化プロジェクト

神田　佳一 0 豊橋技術科学大学

Ｈ20年度
補強土構造物の変形特性に関す
る基礎的研究

鍋島　康之 270,000 豊橋技術科学大学

高専／技科大技術者教育連続化
プロジェクト

神田　佳一 0 豊橋技術科学大学

沿岸域の新しい環境モニタリン
グ技術の開発に関する研究

神田　佳一 270,000 豊橋技術科学大学

キーストロークダイナミクスを
用いた不正アクセス検知システ
ムの実用

佐村　敏治 270,000 豊橋技術科学大学

高専・技科大が連携したユニ
バーサルデザイン教育の検討

大塚　毅彦 270,000 豊橋技術科学大学

河道における安定勾配と連続性
のコンフリクトに関する研究

神田　佳一 0 京都大学防災研究所

Ｈ21年度
実務スキル涵養する高専－技科
大における制御工学教育プログ
ラムの検討と作成

上　泰 100,000 豊橋技術科学大学

高専／技科大・技術者教育連続
化プロジェクト

神田　佳一 0 豊橋技術科学大学

ネットワーク視覚化「道場」の
構築と連携教育・研究システム

佐村　敏治 270,000 豊橋技術科学大学

補強土構造物の変形特性に関す
る基礎的研究

鍋島　康之 270,000 豊橋技術科学大学

建設機械掘削試験エリアの地盤
改良に関する研究

神田　佳一
友久　誠司
江口　忠臣
鍋島　康之

180,000 キャタピラージャパン（株）

Ｈ22年度
ソフトアクチュエータ材料の開
発研究

京兼　純 300,000 （株）キッツ

ダイアグラム視覚化「道場」に
よる連携教育・研究システム

佐村　敏治 200,000 豊橋技術科学大学

建設機械掘削試験エリアの地盤
改良に関する研究（その２）

友久　誠司
江口　忠臣
鍋島　康之

990,000 キャタピラージャパン（株）

コンクリート養生温度の違いに
よるコンクリート強度予測式の
策定に関する研究

武田　字浦
角野　嘉則
田坂　誠一

440,000 テクノプロ（株）

技術者教育としての課外活動の
可能性の提示と「人間力」養成
メソッドの開発

松田　安隆 0 豊橋技術科学大学

実務スキル涵養する高専－技科
大における制御工学教育プログ
ラムの検討と作成

上　泰 0 豊橋技術科学大学

高専・技科大連携教材開発プロ
ジェクト

友久　誠司
石丸　和宏
越智　内士

0 豊橋技術科学大学

補強土壁の変形に特性に関する
基礎的研究

鍋島　康之 0 豊橋技術科学大学
 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－12 

受託研究の実績 

年 度 研 究 題 目 研究代表者 研究に関する経費 委 託 者

Ｈ18年度 救助支援型担架システムの開発 岩野　優樹 917,700 総務省消防庁

加古川市志方町におけるため池防災事業に
かかる地域づくり

工藤　和美 800,000 兵庫県土地改良事業団体連合会

Ｈ19年度
明石市和坂における斎場施設設計に関する
計画学的研究

工藤　和美
武貞　健二

12,075,000 明石市

皿池の水質浄化効果と臭気発生量に関する
研究

平石　年弘
工藤　和美

1,470,000 兵庫県北播磨県民局

いなみ野ため池ミュージアム事業全体構想
に関する地域計画研究

工藤　和美 630,000 稲美町

救助支援型担架システムの開発 岩野　優樹 851,000 総務省消防庁

Ｈ20年度
階段昇降機構を付加した救助支援型担架シ
ステムの開発

岩野　優樹 1,400,000 総務省消防庁

尾道市歴史的建造物及び町並み調査 長谷川　博史 150,000 尾道市

水路磨耗防止用ライニング材の粗度係数測
定

神田　佳一 195,000 日米レジン（株）

鉄分を多量に含む井戸水を利用した江井ヶ
島皿池の浄化に関する研究

平石　年弘
工藤　和美

735,000 兵庫県北播磨県民局

いなみ野ため池ミュージアム事業全体構想
に関するフットパスデザイン

工藤　和美 420,000 稲美町

古民家、空き店舗活用に関する調査研究 八木　雅夫 254,200 神河町商工会

加古川樹木管理研究 神田　佳一 8,818,150
国土交通省近畿地方整備局
姫路河川国道事務所

史跡新宮宮内遺跡における古代住居の復元 八木　雅夫 982,800 （株）環研究所

Ｈ21年度 加古川樹木管理研究 神田　佳一 2,500,000 近畿地方整備局姫路河川国道事務所

江井ヶ島皿池の活用および保全方法に関す
る研究

平石　年弘
工藤　和美

997,500 兵庫県北播磨県民局

階段昇降機構を付加した救助支援型担架シ
ステムの開発

岩野　優樹 1,540,000 総務省消防庁

伝統的木造構法住宅に用いる接合部の構造
特性に関する研究

荘所　直哉 2,625,000 一般社団法人　木を活かす建築推進協議会

セメント固化材を混合した軟弱土の土質改
良に関する研究

友久　誠司
鍋島　康之
内藤　永秀

70,000
鹿島・奥村・新井・ハンシン・窪田共同事
業体　山電明石JV工事事務所

電動車椅子の遠隔操縦化 関森　大介 423,000 ものづくりネットワーク明石

Ｈ22年度
硝酸銀溶液中の高分子固体に対するマイク
ロ波照射効果

大向　雅人 329,700 （株）ピカパワー

江井ヶ島地区のため池の地域住民活動によ
る継続的な水質保全活動に関する研究

工藤　和美 997,500 兵庫県北播磨局

階段昇降機構を付加した救助支援型担架シ
ステムの開発

岩野　優樹 800,000 消防庁

ベイズ推定法によるコンクリートの中性
化深さ予測に関する研究

田坂　誠一 200,000 （社）グリーンコンクリート研究センター

爆砕竹繊維を利用した低環境負荷型コン
クリートの開発

武田　字浦 400,000 （社）グリーンコンクリート研究センター

まぐさ受け金物のせん断強度に関する研
究

荘所　直哉 97,000 山菱工業（株）

二見商友会（商店会）のにぎわい活性化
事業に関する研究

大塚　毅彦 180,000 二見商友会
 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－13 

外部からの研究助成の内容 

年度 助成金名 研究題目 所属 研究者 金額

（財）日工記念事業団
研究助成金

石灰灰を造粒した地盤改良
材の開発

都市システ
ム工学科

友久　誠司 300,000

（財）日工記念事業団
研究助成金

道路盛土の複合構造化によ
る耐震補強に関する研究

都市システ
ム工学科

鍋島　康之 300,000

平成18年度国際交流活
動（渡航）助成金

SICE-ICCAS 2006への出
席・研究発表

電気情報工
学科

上　泰 60,000

日本生命財団研究助成
金（第一期分）

地下水GISを用いた都市表
層地下水環境の解明

都市システ
ム工学科

鍋島　康之 820,000

平成18年度(社）日本ア
ンカー協会研究助成

斜面安定に及ぼすグランド
アンカー受圧板の形状・剛
性に関する研究

都市システ
ム工学科

鍋島　康之 800,000

5件 2,280,000

日本生命財団研究助成
金（第二期分）

地下水GISを用いた都市表
層地下水環境の解明

都市システ
ム工学科

鍋島　康之 480,000

（財）日工記念事業団
研究助成金

冷風加工法による内面研削
加工の性能向上

機械工学科 大森　茂俊 300,000

産学共同教育研究制度
調査・研究等助成（海
外渡航助成）

第13回国際地盤工学会アジ
ア地域会議への参加・論文
発表

都市システ
ム工学科

鍋島　康之 128,490

3件 908,490

（財）日工記念事業団
研究助成金

明石川捨石水制群周辺の局
所洗堀りとその軽減・制御
法に関する研究

都市システ
ム工学科

神田　佳一 300,000

（社）近畿建設協会研
究助成

機能維持を目的とした道路
盛土の耐震補強

都市システ
ム工学科

鍋島　康之 1,000,000

ECOMO交通バリアフリー
研究助成金

まちのグッド　アンド
バッド　プラックティス情
報の共有・蓄積・継承によ
るクリエイティブ・コモン
ズの育成

建築学科 大塚　毅彦 500,000

3件 1,800,000

（財）日工記念事業団
研究助成金

竹繊維を用いたポーラスコ
ンクリートの開発

都市システ
ム工学科

武田　字浦 300,000

（財）日工記念事業団
研究助成金

被災道路盛土の高速復旧工
法に関する研究

都市システ
ム工学科

江口　忠臣 300,000

（財）クリタ水・環境
科学振興財団研究助成
金

市街化地域における溜池の
水環境変化の構造に関する
研究

建築学科 工藤　和美 550,000

（財）トステム建材産
業振興財団第18回（平
成21年度）助成

伝統的木造住宅における垂
壁付き独立柱の履歴特性に
関する研究

建築学科 荘所　直哉 1,260,000

2009年度全労済協会公
募委託調査研究

地域福祉を支える寄付の仕
組みに関する研究

一般科目 石田　祐 1,150,000

（財）国土技術研究セ
ンター（第11回）研究
開発助成

主観的安全を視座とした都
市の安全性評価基準の開発
に関する研究

一般科目 石田　祐 1,702,000

6件 5,262,000

H18年度

H19年度

H20年度

H21年度

 
（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－14 

地域イベントへの参加状況 

開催年月日 イベント名 主催 会場

平成19年6月9日 ふれあいフェスティバル in 西明石 西明石地区自治会 西明石商店街

平成19年6月16日 摂津市ロボットフェア３ 摂津市商工会 ポリテクセンター関西

平成19年7月1日 ロボットフェスタin加古川
加古川市ものづくり支援セン
ター

加古川市民会館

平成19年8月5日 「機械の日」記念行事 日本機械学会関西支部 大阪科学技術センター

平成19年8月26日 ロボット教室in姫路 姫路科学館 姫路科学館

平成19年9月13、14日 国際フロンティア産業メッセ2007 国際フロンティア産業メッセ 神戸国際展示場

平成20年3月22日 てんもん春分祭 明石市立天文科学館 明石市立天文科学館

平成20年6月21日 摂津市ものづくりフェア 摂津市商工会 ポリテクセンター関西

平成20年7月20、21日 ロボット大図鑑2008 明石市立文化博物館 明石市立文化博物館

平成20年8月16日 ロボット教室in姫路 姫路科学館 姫路科学館

平成20年9月13、14日 国際フロンティア産業メッセ2008 国際フロンティア産業メッセ 神戸国際展示場

平成21年3月21、22日
全国技能グランプリ・兵庫ものづくり体
験フェア

中央職業能力開発協会、全国
技能士会連合会

神戸国際展示場

平成21年8月20日 東播磨ものづくりサマーツアー 東播磨県民局 明石高専

平成21年8月23日 こうべロボット夢工房
神戸ロボット夢工房with
ICRA2009実行委員会

神戸市立フルーツフラワー
パーク

平成21年9月12日 ものづくりキッズクラブ 明石市産業振興財団 明石高専

平成21年10月24日 明石市中部景観ウォーク 明石市都市計画課 明石市大久保地区

平成21年9月3、4日 ひょうご神戸産学官アライアンス 国際フロンティア産業メッセ
国際フロンティア産業メッ
セ

平成21年9月30日 いずみニューテクフォーラム
科学技術振興機構 JST イノ
ベーションプラザ大阪

クリエイションコア東大阪

平成21年11月4日 神戸高専産学官技術フォーラム 神戸高専 神戸高専

平成21年12月11日 近畿地区高専産学官交流会 奈良高専 クリエイションコア東大阪

平成21年12月12日
高専における設計教育高度化のための産
学連携ワークショップ

沼津高専 沼津高専

平成22年7月9～11日 明石プラモデル甲子園 明石市立文化博物館 明石市立文化博物館

平成22年8月23日 東播磨発見ものづくりサマーツアー 兵庫県東播磨県民局 東播磨地区

平成22年9月11日 ものづくりキッズクラブ 明石市産業振興財団 明石高専

平成22年11月18日 南っ子ロボット博士大集合 加古川市立氷丘南小学校 加古川市立氷丘南小学校

平成22年9月3日 近畿地区高専産学官連携活動推進協議会 大阪府立高専 大阪府立高専

平成22年9月9日 国際フロンティア産業メッセ
ひょうご神戸産学学官アライ
アンス

神戸国際展示場

平成22年11月10日 神戸高専産官学技術フォーラム2010 神戸高専 神戸高専

平成23年3月4日 産学官交流会（テクノサロン） 奈良高専 クリエイションコア東大阪  

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－15 

イヴニングセミナー開催状況 

回 実 施 期 日 担 当 学 科 話 題 参加者数

31
平成１８年
　　　１月２０日

建築学科 助　手 武 貞 健 二 安心・安全な「住まい」を得るには！ 35

32
　　　３月２４日

機械工学科 教　授 境 田 彰 芳 金属材料の疲労特性について 29

33
　　　５月１９日

一般科目 講　師 川 島 朋 子 狂言に生きる人々と中世 39

34
　　　７月１４日

電気情報工学科 助　手 椿 本 博 久 現代中学生の善悪の判断(規範意識)について 25

35
　　　９月１５日

都市ｼｽﾃﾑ工学科 助　手 渡 部 守 義 生物による環境計測と水環境の復元創造技術 25

36
　　１１月１７日

ＮＰＯ法人
ＡＣＴ１３５明石

M科1回卒業生

ＪＦＥﾒｶﾆｶﾙ㈱
福寿 喜寿郎

「すばる」望遠鏡・「ＡＬＭＡ」望遠鏡と、巨大精密機械
の製作技術

34

37
平成１９年
　　　１月１９日

建築学科 教　授 吉 村 公 男 学生に作らせたもの－学生が作ったもの 19

38
　　　３月　２日

機械工学科 助教授 森 下 智 博 超音波速度測定による材料の非破壊評価 18

39
　　　５月１９日

一般科目 教　授 平 安 隆 雄
フランス社会の一断面
－ルイ・マル監督「さようなら 子供たち」を見ながらユダヤ人問題を考える
－

40

40
　　　７月１３日

電気情報工学科 教　授 堤 保 雄 アモルファスシリコンと太陽電池 12

41
　　　９月２１日

都市ｼｽﾃﾑ工学科 准教授 鍋 島 康 之 都市再生における地盤工学の挑戦 17

42
　　１１月１６日

ＮＰＯ法人
ＡＣＴ１３５明石

C科第１期生
日本物理探鑛㈱ 丹 後 勝 弘 整備新幹線のはなし 25

43
平成２０年
　　　１月１８日

建築学科 助　教
東野 アドリア

ナ
屋根から見た日本建築 21

44
　　　３月　７日

一般科目 准教授 長 戸 喜 隆 ヘミングウェイを読んでみませんか～文体論のおすすめ～ 18

45
　　　５月２３日

機械工学科 准教授 加 藤 隆 弘 摩擦・摩耗は複雑だ・・・ 20

46
　　　７月１８日

電気情報工学科 講師 上 泰 制御は現代社会の立役者～便利で楽は当たり前？！～ 18

47
　　　９月２６日

都市システム工学科 教授 角 田 忍 コンクリートは面白い～昔・今・そして～ 26

48
　　１１月２１日

ACT135 E科３回卒 岩 佐 敏 昭 上下水道の話 24

49
平成２１年
　　　１月２３日

建築学科 助教 荘 所 直 哉 木質構造住宅の現状と未来 20

50
　　　３月６日（金）

一般科目 教授 大 原 康 昇 明石高専一筋４０年－教員生活を振り返って－ 66

51
　
　　　６月２６日

都市システム工学科 准教授 江 口 忠 臣 再び月へ～月資源利用へ向けた取組み～ 25

52
　　　７月３１日

電気情報工学科 教授 濱 田 幸 弘 数えるって、どういうこと？ 17

53
　　　９月２５日

機械工学科 教授 丸 茂 榮 佑 やさしい伝熱の話－夏涼しく、冬暖かく－ 23

54
　　１１月２０日

ACT135
M科５回卒

技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
木 下 孝 司 アフリカの小国の実態　－我々は今何をすべきか－ 33

55
平成２２年
　　　１月２９日

一般科目 講師 石 田 祐 ＮＰＯ入門　－地域におけるＮＰＯの役割と経営課題 19

56
　　　３月１２日

建築学科 教授 吉 村 公 男 寺社の立地と景観　－日本の古代・中世－ 41

57
　
　　　５月２１日

機械工学科 准教授 関 森 大 介 なぜロボットは自力で動くのか 27

58
　　　７月１６日

電気情報工学科 助手 廣 田 敦 志 静かに活躍－電源装置－ 19

59
　　　９月１７日

都市システム工学科 教授 檀 和 秀 津波と防災　－日本海中部地震津波に学ぶ－ 18

60 　　１１月１９日
（金）

ACT135

C科2回卒業生
（株）新土木開
発コンサルタン

ト顧問

藤 田 進 台北・神戸の地下鉄プロジェクトこぼれ話 29

61
平成２３年
　　　１月２１日

明石高専 校長 京 兼 純 柔軟構造をもつ人工筋肉アクチュエータの開発動向 47

62
　　　３月　　日

建築学科 助教 水島 あかね 京都西陣における都市空間の再編 19

担 当 者

 

（出典 総務課資料） 
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資料Ａ－１－②－16 

高専＆工技センターものづくり支援セミナーin 明石パンフレット 

 

 

（出典 高専＆工技センターものづくり支援セミナーin 明石パンフレット） 
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資料Ａ－１－②－17 

研究活動状況や成果についての新聞掲載記事 

掲載新聞 掲載日 掲載教員 掲載タイトル

神戸新聞 平成19年2月19日 岩野　優樹 小型レスキューロボ開発

神戸新聞 平成19年4月21日 平石　年弘 電気不要－家庭用たい肥装置

全国商工新聞 平成19年6月4日 小池　勝 薄く軽く強い翼構造の追及

神戸新聞 平成19年11月24日
小池　勝
関森　大介

災害現場空撮無人機を試作

島原新聞 平成20年9月27日 川島　朋子 なぜ「宝生」から「金剛」へ

神戸新聞 平成21年7月28日 大塚　毅彦 明石のため池―現在・過去・未来―
神戸新聞 平成22年2月16日 工藤　和美 ため池保全の取り組み報告  

（出典 自己点検・評価報告書） 

 

資料Ａ－１－②－18 

研究活動状況や成果についての新聞掲載記事の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 神戸新聞（平成 19 年 11 月 24 日）） 
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観点Ａ－１－③： 研究活動等の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が

整備され，機能しているか。 

（観点に係る状況） 

教員の研究業績については，採用および昇任時の選考基準として定められており（資料Ａ－１－

③－１），それぞれの時期に教員選考委員会において審査される（資料Ａ－１－③－２）。また，

専攻科の審査時においても全教員が業績を審査される。これらの審査で，業績が不十分と認められ

る教員に対しては，校長または学科長から指導・助言を与える。隔年の割合で，校長は全教員と個

人面談を実施しており，各教員の教育・研究活動の状況を把握し，必要に応じて助言を行っている。 

教員の研究活動に対するモチベーションの改善を図るため，教育業績等自己評価が毎年行われて

いる（資料Ａ－１－③－３）。この自己評価に他者評価等を合わせて，教育研究活動等評価委員会

により分析され，それぞれの教員にフィードバックされるとともに（資料Ａ－１－③－４），高専

機構の実施する教員顕彰及び，本校の教員表彰の選定に活用されている。 

卒業研究・特別研究以外での教育への還元については，その内容に適した組織で状況把握と検討

がなされる。教育課程表の改定については教務委員会が，実験・実習のような複数教員が担当する

科目や学科の中心的重要科目での内容の変さらについては各学科が，その状況や問題点を把握し，

改善を図る。一教員が担当する科目の授業内容については担当教員の責任の下で実施される。ただ

し，授業内容はシラバスや授業公開を通じて FD 委員会で確認されている。また，開発した教材に

ついては，FD 委員会が把握している。（資料Ａ－１－③－５） 

共同研究等に関する状況把握と改善はテクノセンターが担っている。センターの事務は専門的な

知識を要する業務が多いため，平成 22 年に教育・研究プロジェクト支援室が設置された。平成 19

年度から，テクノセンター長は校長補佐を兼務し，センターの活動状況を企画会議・運営会議に報

告している（資料Ａ－１－③－６）。組織・部署間における連携の円滑化と，意志決定の迅速化に

おいて改善が図られた。また，テクノセンター長の責任・権限が強化され，指導力を発揮しやすい

組織となった。 

平成 20 年度有識者懇談会（資料Ａ－１－③－７）では，共同研究を中心とする地域連携をテー

マとして取り上げ，有識者の提言は報告書としてまとめられた。この提言は，テクノセンター委員

会を中心として検討され（資料Ａ－１－③－８），中期計画に反映されている（資料Ａ－１－③－

９）。 

平成 22 年度には外部資金導入特別プロジェクトを発足させ，各校の取り組みに関する情報収集

を行い，改善方法を検討していくこととなった（資料Ａ－１－③－10）。 
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資料Ａ－１－③－１ 

 

 

（出典 教員選考基準） 
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資料Ａ－１－③－２ 

 

 

（出典 教員選考規則） 
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資料Ａ－１－③－３ 

学科名 氏　名

※　最近何年間の中には、在外研究員としての派遣期間中及び高専・両技科大間交流期間中を含めて回答してください。

Ａ．授業の担当
１．授業について

（１） 3 （２） 3 計 0 6

２．授業内容・方法
（１） 3 （２） 3 （３） 3 （４） 3 計 0 12

３．成績評価

（１） 2 （２） 3 （３） 3 計 0 8

４．授業に関する指導

（１） 2 （２） 3 計 0 5

Ｂ．ＦＤ活動
１．教育、教員の資質向上に関する研究論文の発表

１０ 計 0 １０

２．研修への取組み

１０ 計 0 １０

Ｃ．学生生活指導
１．課外活動

（１） 2 （２） 4 （３） 2 （４） 2 計 0 10

２．厚生補導
（１） 2 （２） 2 （３） 2 （４） 2

（５） 2 計 0 10

３．進路指導及び学外活動

（１） 2 （２） 2 （３） 2 （４） 2 計 0 8

Ｄ．経歴関係
１．卒業研究指導の昨年の状況等
（１） 3 （２） 2 （３） 3 （４） 3

（５） 3 （６） 3 （７） 1 計 0 18

２．留学生の昨年の指導等

（１） 3 （２） 2 （３） 2 計 0 7

３．役職等経験

50 計 0 50

４．研究活動以外の社会的な表彰等

25 計 0 25

Ｅ．研究活動
１．研究活動の状況

15 計 0 15

２．研究表彰

20 計 0 20

Ｆ．地域貢献
１．学会及び社会活動の状況

15 計 0 15

２．教育面での地域貢献

１０ 計 0 １０

合計

Ａ 0 31 Ｂ 0 20 Ｃ 0 28 Ｄ 0 100

Ｅ 0 35 Ｆ 0 25 計 0 239

職　名

平成２２年度教育業績等自己評価集計表

 

（出典 総務課人事係資料） 
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資料Ａ－１－③－４ 

校長による教員評価結果の通知 

平成２２年１１月１８日                  

 電気情報工学科  濱田 幸弘  殿 

校   長 

平成２２年度教員評価の結果について（通知） 

 先般、実施しました教員評価の結果を、下記のとおり通知いたします。 

 なお、より的確な評価のために得点については、小数点第１位まで掲載することとしております。 

１．第一次評価 

（１）得点及び順位 

評価項目 得   点 順   位 平 均 点 

自己評価(750 点) 405.3 点 30 / 60 412.7  点 

相互評価(100 点)  80  点  3 / 64 20.8 点 

学生評価(75 点) 75 点  1 / 64 22.3  点 

合   計 560.3  点 11 / 60 455.8  点 

（２）自己評価分析 

     

２．第二次評価 

評価項目 評価内容 

自由記述に基づく評価 Ａ 

※Ａ～Ｃによる３段階評価 

３．第三次評価 

評価項目 得   点 

校長・副校長による総合評価(75 点) 72.5 点 

４．評価集計 
総合得点 総合順位 
632.8 点 10 / 60 

（出典 総務課人事係資料） 



明石工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 
 

- 51 - 

 

 

 

資料Ａ－１－③－５ 

教材の開発状況 

 

（出典 FD 委員会資料） 
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資料Ａ－１－③－６ 

組織図 

 

（出典 本校ホームページ） 
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資料Ａ－１－③－７ 

有識者懇談会資料 

 

明石工業高等専門学校「有識者懇談会」実施要領（案） 

 

 

１．開催日  平成２０年１０月８日（水） １３：３０～１６：３０ 
 
２．場 所  明石工業高等専門学校 大会議室（一般管理部本館３階） 
 

３．参加者  外部有識者懇談会委員   ７名（別紙２） 

       本校出席者       ２１名（別紙３）  

       （テクノセンター外部委員を含む） 

       列席者          ４名 

                            計 ３２名 

 

４．日 程 
   １３：３０～  有識者懇談会開会 （総務課長） 

           校長挨拶 

           出席者紹介     （校長） 

   １３：４５～  校内施設見学 

   １４：３０～  明石高専産学連携の現状説明 （テクノセンター長） 

   １５：００～  休憩 

   １５：１０～  本校に対する提言・意見等  （座長・副校長） 

   １６：２５～  校長謝辞 

   １６：３０   有識者懇談会閉会 （総務課長） 

 
５．その他 
   
 

（出典 庶務課資料） 
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資料Ａ－１－③－７（続き） 

有識者懇談会資料 

　　　　　　（５０音順）

　　氏
シ

　　名
メイ

　　　　所　　　　属 　　　職    名 　　　備　　　　　考

愛  原　惇士郎
アイ        ハラ　     ジュン  シロウ NPO法人技術者集団

ACT135明石
理事長

太　田　泰　雄
オオ　　  　タ　　　   ヤス　　　　オ

  福井工業高等専門学校 教授

加  澤　博  敏
　カ 　　   ザワ　　   ヒロ　　  　トシ

明石市 産業振興部長

出  来　成  人
デ　　　　  キ　　　   シゲ        ヒト

神戸大学 連携創造本部長 （座長）　工学研究科教授

深  津　隆  彦
フカ  　   　ツ　　     タカ　　    ヒコ

日工株式会社
代表取締役
副社長

　機械工学科第１回卒業生

山  口　喜  弘
ヤマ　　   グチ　　 　ヨシ　   　ヒロ

兵庫工業会 会長

米　澤　康　隆
ヨネ　　   ザワ　　   ヤス　  　タカ

兵庫県東播磨県民局 地域振興部長

　２．委員名簿

 

（出典 庶務課資料） 
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資料Ａ－１－③－８ 

テクノセンター委員会での検討 

・小池センター長より有識者懇談会（平成２０年１０月８日開催）において議論された内容について,テク

ノセンターとしての行動計画を策定する必要がある旨説明があった。原案をセンター長が作成し,各

委員に持ち帰ってもらい検討のうえ,３月末までに計画をまとめるとのこと。 

・福井高専の事例として挙げられた地元企業による後援会組織の設立について,福井高専と違って地

元企業の就職者数が少ない明石高専でどのようなことができるか質問があった。 

（出典 平成 21 年 1 月 30 日（金） テクノセンター委員会議事録） 

資料Ａ－１－③－９ 

中期計画への反映 

テクノセンター 

・近隣企業との協力連携を強化する。 

・企業や自治体などから試験,分析,企画,計画,調査などを受託し,地域貢献と外部資金の獲得を

目指す。 

・近隣の中小企業の人材育成に寄与する． 

・技術相談や企業訪問などにより地域産業のニーズを常時チェックし,連携の可能性を探る。 

（出典 第２期中期計画） 
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 資料Ａ－１－③－10 

外部資金導入特別プロジェクト 

 

（出典 平成 23 年 1 月 19 日運営会議資料） 
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（分析結果とその根拠理由） 

教員の研究業績については，採用および昇任時に教員選考委員会において審査される。校長は全

教員と個人面談を実施しており，各教員の教育・研究活動の状況を把握し，必要に応じて助言を行

っている。教員の教育業績等自己評価および他者評価が毎年行われており，各教員にフィードバッ

クされている。 

卒業研究・特別研究以外での教育への還元については，その内容に適した組織で状況把握と検討

がなされている。またその内容は FD 委員会で確認されている。 

共同研究等を進めるテクノセンターでは，事務組織の効率化が図られるとともに，テクノセンタ

ー長の責任・権限が強化された。有識者懇談会による提言は，テクノセンター委員会を中心として

検討され，中期計画に反映されている。 

以上のことから，研究活動の実施状況や問題点を把握し，改善を図っていくための体制が整備さ

れ，機能している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

・研究活動を支援するための，組織と制度が整備され，機能している。 

・研究資金が必要な教員の研究活動を支援するため，学内予算を重点配分している。また，教育改

善のための研究に対しても積極的に資金援助をしている。 

・各教員の研究成果は，卒業研究や特別研究のテーマ設定に還元されているほか，授業内容の改善

に還元されている。 

・共同研究を進めるため，テクノセンターが設置され，有効に機能している。 

・県内の民間企業や地方公共団体からの受託研究で，多くの実績がある。 

・各種の地域イベントやイヴニングセミナーなどで，研究成果を一般市民に公開している。 

 

（改善を要する点）  

該当なし 

 

 

（３）選択的評価事項Ａの自己評価の概要 

教員の研究活動を支援するため，技術教育支援センターと教育・研究プロジェクト支援室が設置

されている。資質向上については，在外研究員・内地研究員制度の活用や，自己評価・他者評価の

実施とそのフィードバックが実施されている。研究業績の目標のひとつとして，採用および昇任時

の選考基準が公表されている。また，校長および学科長が各教員の状況を把握し，指導・助言を行

っている。 

研究資金が必要な教員への支援策として，科学研究費補助金や外部資金の公募情報の提供のほか，

説明会の実施や申請書に対する助言を行っている。また，研究費の重点配分が適切な選考と査定の

下で実施されている。特に，専門分野の研究だけでなく，教育改善を目的とした研究にも資金を配

分している。 

各教員の研究成果は論文発表あるいは口頭発表の形で公表されている。各教員はこれらの研究活

動の成果を，卒業研究や特別研究のテーマ設定に還元しているほか，授業内容の改善に還元してい
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る。また，それらのことは教務委員会，FD 委員会によって審議・確認されている。 

地域産業界との共同研究等を進めるため，テクノセンターを設置している。センターでは専門的

な知識を要する業務が多いため，教育・研究プロジェクト支援室が設置されている。平成 19 年度

から，テクノセンター長は校長補佐を兼務し，組織・部署間における連携の円滑化と，意志決定の

迅速化において改善が図られた。また，テクノセンター長の責任・権限が強化され，指導力を発揮

しやすい組織となった。 

テクノセンター委員会には学外からの委員が参加しており，意見を審議に反映させている。また，

民間企業出身のコーディネータがテクノセンター委員として，地域企業のニーズ調査およびシーズ

の広報活動を行っている。 

テクノセンターの組織改編の結果として，共同研究・受託研究の件数は増加傾向にある。受託研

究では，県内の民間企業・地方公共団体からの受託が多数を占めている。また外部資金の獲得金額

としても，年度によりばらつきがあるものの，全体としては増加傾向にある。 

各種の地域イベントに参加し，地域産業界や各種団体と交流を深めている。研究成果はイヴイン

グセミナーなどで，一般市民にもわかりやすく公開している。 

 

 

（４）目的の達成状況の判断 

 目的の達成状況が良好である。 

 


